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昭和 45年度一般会計・各特別会計決算審査意見書正誤表



日野市長

日監事発第 60 号

昭和 46年 12月 2 日

古谷 祭殿

日野市監査委員

同

昭和 45年度日野市各会計決算及び

基金の運用状況審査意見について

斉藤

杉山

明

旦

地方自治法第 233条第 2項および第 241条第 5項の規定に基づき審査に.

付された昭和 45年度目野市各会計(企業会計を除く〉決算及び付属書類なら

びに基金の運用状況を審査した結果，つぎのとおり意見を付します。
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絹和 45年度目野市各会計決算

及び基金運用状況審査意見書

第1.審査の期間

昭和 46年 9月 6日--10月 20日

第2 審査の対象

昭和 45年度目野市一般会計歳入歳出決算

一 昭和 45年度目野市留民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

昭和 45年度目野市都市計画事業特別会計歳入歳出決算

昭和 45年度目野市下水道事業特別会計歳入歳出決算

tif3和 45年度日野市決算付属書類

昭和 45年度基金の運用状況

第3 審査の手続

この決算審査にあたっては，市長から審査に付された決算諸表が適法

な手続により作成され，かつ予算の的確な執行がなされているか否かに

ついて，計数の確認，会計諸帳簿および証拠書類の照合等，通常実施す

ベ岩手続により審査を実施した。

第4 審査の結呆

1. 決算計数について

審査の対象となった各会計決算ならびに決算付属書類は，帳票および

証拠書類と照合の結果，計数において誤りなく，事務手続についても法

令にしたがい処理されていることを確認した。

また，基金については，その運用状況ならびに出納簿等，関係書類と

符合し計数は正確なものと認められたっ

なお，審査の内容および是正事項等については，以下に述べるとおり

である。
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各会計決算繊
(単位円)

会 言十 別 静; 人 蔵 出 差引残額 残額の措置|

一 般 会 計 3， 5 2 4， 5 8 2， 3 0 8 3， 3 38， 8 29， 2 6 6 1 8 5， 7 5 3， 0 4 2 翌年度へ繰越

国民健康保険事業計
特別会

2 74， 7 9 8， 7 0 3 2 6 2， 1 1 7， 3 4 1 1 2，681，362 

一」
都 市 計 画会事業計
特 別

5 7 3， 4 1 8， 9 4 5 4 09， 8 7 8， 6 73 1 6 3， 5 4 .0;-2 7 2 

一
下 水 道 事 業 副

特 Zリ 会 計
23，334，108 23，034，628 299，480' 

， 

言十 4， 3 9 6， 1 3 4， 0 64 4，033， 8 59， 908 3 6 2，2 74， 1 5 6 

2. 決算規模について

本年度の一般会計および各特別会計における決算額総計は

歳入総額 4 3億 9，6 1 3万円

(一般会計 35億 2，458万円 特別会計 8億 7，1 5 5万円〉

歳出総額 40億 3，385万円

(一般会計 33億 3，882万円 特別会計 6億 9，503万円)

差引残額 3億 6，227万円

(一般会計 1億 8，575万円特別会計 1億 7，652万円)

となっており，差引残額は翌年度へ繰越されている。

これを前年度と比較すると，歳入総額において 5億 2，033万円 (13.4

%) ，歳出総額では 4億 8，57: 3万円(1 3. 7 %)の増加となっている。

これを一般会計および特別会計に区分 Lてみると，一般会計歳入におけ

る前年度比増加額は， 4億 8，766万円 (16;1 %)となり，これは主とし

て市税 3億 2，875万円 (2O. 9 % )，都支出金 1億 5，603万円 (68.8係)

等の増加によるものである。

また，特別会計の歳入における前年度比増加額は 3，266万円 (3.9係)

となっている。

一方，歳出についてみると ，一般会計歳出前年度比増加額は 4億 22万

円(1 3. 6係)で，その主なものは義務的経費である人件費 2億 630万円
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( 3 O. 6 % ) ，物件費 1億 7，020万円(52.5 % ) .等が増加したためである。 ー

また，特別会計歳出前年度比増加額は， 8，55 1万円(1 4. O' %)となり

各会計決算規模は人口増加と併行し，年々増大化している。

つぎに，各会計間における繰入，繰出等重複分を控除したところの実質

財政規模である純計額については，次表のとおりである。
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給、 括 分 析 表

歳 入

与本 内 年 度 、前 年 度 ;"併比較増ム滅 本 年

決算額構成比決算額構成比金額比率 決算額|

一般 会計 3，524，582，300 801f7 6 3，036，914，378 78.3領6 487，667，930 16.096 6 3湖仰6

特別会計 871，551，756 19.83 838，883，140 21.64 32，668，616 3.89 695，030，642 

国保特別会計 274，798，703 6.25 214，893，247 5.54 59，905，456 27.88 262，117，341 

都市計画特別会計 573，418，945 13.05 599，501，636 15.47 合6，082，691ム4.35 409，878，673 

下水道特別会計 23，334，108 0.53 24，488，257 0.63 ム1，154，149 ム4.71 23，034，628 

計 4，396，134，064 100.00 3，875，泊7，518 100.00 520，336，546 13.43 4，033，859，908 

純計線総括分析表

区
歳 入

分

本 年 度 前年度 比較増ム滅

会計名 純決算額 C
純決算額

決算額 A 重複額 B
(A-B) D 金額(U-D) 比率

一般会計 3，524，58 2，3 08 18，067，000 3，506，515，308 3，036，914，378 4o9，6∞，930 15.4~ 

特別会計 871，551，756 181，928，000 689，623，756 685，994，140 3，629，616 5.29 

国保特別会計 274，798，703 39，962，∞o 234β36，703 187，458，247 47，378，456 25.27 

都市計画特別会計 573，418，945 130，004，000 442，434，945 4筋，249，636 ム43，814，691 ム9.01 

下水道特別会計 23，334，108 10，982，000 12，352，108 12，286，257 65，851 0.54 

計 4，396，134，064 199，995，000 4，196，139，064 3，722，908，518 473，230，546 12.71 
一一一一一一一 一 一一一

4t 

来 一般会計K砕ける歳出，本年度重複額 (ぼ)1 8 2， 8 44. 4 0 0円Kは
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(単位円)

、

歳 出 差 ヲ! 残 額

度 言b 年 度 比較増ム減
' 一

本年度 前年度 比較増ム滅
構成比 決 算 額 構成比 金 額 比 率

82.~ 2，938，606.496 82.872 6 400，222，770 13.6¢ 2 185，753，04 2 98，307，882 87，445，160 

、

合β46，71417.23 印 9，515，312 17.18 85，515，330 14.03 176，521，114 229，367，828 

6.50 210，712，114 5.94 51，405，227 24.40 12，681，362 4，181，133 8OQO，229 
、 -

10.16 374，729，240 10.56 35，149，433 、9.38 163，540，272 224，772，396 ム61;232，124 

'0.'57 :.24，073;9fB 0.68 今，ω，330 令32 299，480 414，299 
ム

114，819 

~r -宅

100.00 21 3，548，121，808 100.00 485，738，1∞ 13.69 362，27 4，156 327，675，710 34，598，446 

._， 
J、 ‘

(単位円)

‘ 歳 出 差 51 残 額
ι 

前 年度本 年 度 比較増ム滅 本年額度 前年度
純決算額 純計 純 計 額

ド決算r額，，:¥，'
純決算額σ

重複額 2BF 〈AF-B，F) c D' 金額(0ι-D')比率 (0-0') (D -D') 

3，338，829，266 182，844，400 3，155，004，866 2，7&3.，953，096 372ρ31，770 13.3~ 350;530，442 252，961，282 

ー ， ;695，030，642 18，067，∞o 676，963，642 609，515，312 67，448，330 11.07 12，660，114 76，478，8281 

262，117，341 。262，117，341 210，712，114 51，405，227 24AO 27，280，638 23，253，867 

、

409;878，673 18，侃7，000 391;811，673 374，729，240 17，082，433 4.56 50，623，272 111，52D，396 

23 ，O~4 ，928 。23，034，628 24，073，958 T1，039，330 ~.32 今0，682，520どう1，787，701

4，033，859，908 2∞，911，400 3β32，948，5偲 3，393，468，408 439，480，100 12.95 363，190，556 329，440，11 0 

公益質屋繰出金 916，400円が含まれているo
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3 財政状況について

当年度における本市の財政状況は次表に示すとおり，実質収支において

黒字決算となり，健全な財政運営が行なわれたものと認められる。

しかしながら，単年度に.おける財政収支についてみると(当年度実質収

支を差引いた額が単年度実質収支である)本年度は 5-40万円の赤字とな

っている。この内容をみると一般会計においては 4，744万円の黒字であ

るが，特別会計で 5，284万円という大幅な赤字となったためである。

また，実質収支においては財政収支の均衡が保持されているが，当市の

ように人口増加の激しい現状において，行政稿用の増嵩はいうまでもなく，

年々高度化する行政水準に対する財政需用は益々増加する傾向にあり，今

後の行政執行にあたっては，より効率的な財政運営をはかられたい。

また，これらの財源確保については相当函難な状況にあると忌われるが，

国。都支出金(補期金，負担金等義務的経費ならびに行政施設整備費等の

基準の引きあげ)の増額など，その芙現について，なお一層の努力を望む

ものである。

財政収支状況
(単位円)

Fτγ 会計別 一般会計 特別会計 計

当 初 予 算 3，002，481， 0 00 76 9， 9 94， 0 0 0 3， 7 72，4 7 5， 0 0 0 

補 正 予 算 4 7 5， 0 1 3， U 0 0 1 2 7， 1 5 0， 0 0 0 6 0 2， 1 6 3， 0 0 0 

予 算 現 額 (A) 3， 4 7 7， 4 9，4， 0 0。8 9 7， 1 4 4， 0 0 0 4， 3 7 4， 6 3 8， 0 0。
歳 入 決 算 額 (B) 3， 5 2 4， 5 8 2， 3 0 8 8 71， 5 5 1， 7 5 6 4， 3 9 6. 1 3 4， 0 6 4 

歳 出 決 算 額 (0) 3， 3 3 8， 8 2 9，2 66 6 9 5， 0 3 0， 6 4 2 4， 0 3 3， 8 5 9， 9 0 8 

(B)ー((CD)) 
歳入歳出差 51残額 1 8 5， 7 5 3， 0 42‘ 1 76， 5 2 1， 1 1 4 3 6 2， 2 74， 1 56 

翌年度繰越事業財源充当額 CE) 40，000，000 。 40，000，000 

実 質 収
(D支)ー(〈Eめ) 

1 4 5， 7 5 3， 0 42 1 76， 521， 114 3 2 2， 2 7 4， 1 5 6 

前年度実¥質収支〈⑦ 98，307，882 2 2 9， 3 6 7， 8 28 3 2 7， 6 7 5， 7 1 0 1 
r 

単年度実 質収(F支)ーのσ号) 

.‘ 

47，445，160 と占 2，846，714 ム 5，401，554

予 算
歳

入 (B)
(A) 101395 6 97.1q5 b 100.499 6 

執行 率
歳

(0) 
出 (A)・ 96.0¢ 1 77.4部7 92.2各1 

- 8 -
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4 決 算 状 況

(1) 一 般 会計

ア、 歳入決算状況

① 概 況

本年度における歳入決算額は次表(款別歳入状況年度別比較表)

に示すとおり予算額 34億 7，749万円に対して，決算額 35億

2，458万円で予算執行率は 10 1. 4 0/0となり.調定額 35億 7，30 1 

万円に対する収入率は 98.6%となっている。

これを前年度(3 0億 3，691万円)と比較すると 4億 8，766万

円 (16. 1 %)の増収となり，この増収内容についてみると市税 3億

2，87 5万円の増加(対前年度比 20.9 % )をはじめとし，都支出金

1億 5，603万円(対前年度比 68.8 %) .国庫支出金 9，406万円

(対前年度比 32. 5 %)等の増加が主な要因となっている。

一方，使用料及び手数料に.ついでは 2，623万円(対前年度比

46. 1係)，分担金及び負担金 2，497万円(対前年度比 47.6弼)

とそれぞれ減少している。

また.市債に.ついてみると前年度に比べ， 1億 5，450万円(対

前年度比 37. 4 % )と大幅に減少している。

なお，収入未済額は 4，743万円で，前年度(4， 00 7万円)と比

較すると 736万円の増加となっている。

つぎに財源別歳入状況についてみると，次表(歳入財源別年度比

較表)に.示すとおり，自主財源は 24億 1，789万円で，これを前年

度 (20億 4，947万円〉と比較すると 3億 6，842万円増加し，歳

入に占める割合は 68.6%となっている。

一方.依存財源は・11億 668万円となり，これを前年度(9億

8，74 3万円)と比較すると， 1億 1，924万円の増加となっているO

また.昭和 43年度を基準としたすう勢比率についてみると本年

度は 221.4%となり，前年度(1 9 7. 5係)に比べ， 23.9領上昇

している 。
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款別歳入状況年度別比 較表

(単位円)

品'. 三六ご¥
昭 和 45 年 度

収入済額 予算曜劇比 調定勝す比 昭和 44年度 対 44年度比較

予算額 (A) 調定額 (B) 収入済額 (0) 収入未済額 不納欠損額 構成比 ((一CA)) ×100 (ー(。B) ×100 収入済額(防
増ム減額 (E) (fIE耳比~x 率100 (O-D) 

1. 市 税 1，900，394，000 1， 9 5 2， 0 1 3， 6 78 1，905，α 090，036 
26，511) 46，109，520 1，040，633 54. O~ 97.6ぢ I，576，(31 35，704 

24，412) 
328，(71 54，332 

02，099) 
20.8領6 

2. 自動車取得交付税 47，000，000 49，451，000 49，451，000 。 。 1.40 105.21 100.00 44，252，000 5，199，000 11.75 

3. 地 方 3ζ 付 税 10，000，000 12，006，000 12，006，000 。 。 0.34 120.06 10 O. 00 10，877，000 1，129，000 10.38 

4. 交通安鎖す策持別交付金 1，759，000 1，759，000 1，759，000 。 。 0.05 100.00 100.00 2，516，000 ム 757，000 ム30.09

5. 分担金及び交 付金 27，989，000 28，852，238 27，525，803 1，166，405 160，030 0.78 98.35 95.40 52，499，056 も4，973，253 6.47.57 

6. 使用料及び手 数料 29，680，000 30，838，759 30，652，524 159，555 26，680 0.87 103.28 99.40 56，891，247 ム26，238，723 ム46.12

7. 国 庫 支 出 金 3 8 3， 56 2， 0 0 0 38 3， 9 78， 2 1 5 3 8 3， 9 78， 21 5 。 。|10.90 100.11 10 O. 00 289，908，320 94，069，895 32.45 

8. 都 支 出 金 3 7 7. 0 9 1. 0 0 0 382， 921， 543 382，921，543 。 。10.86 101.55 100.00 22 6， 88 2， 28 3 156，039，260 68.78 

9~ 財 産 収 入 32，056，000 33，499，175 33，499，175 。 。 0.95 104.50 100.00 6，964，622 26，534，553 

382C1 .. -9479引~ 10.寄 付 金 68.471.000 69，370，000 69，370，000 。 。 1.97 101.31 100.00 22，248，620 47，121，380 21 

11. 繰 越 金 98，307，000 98，307，882 98，307，882 。 。 2.79 10 O. 00 100.00 96，003，052 2，304，830 

12. 諸 収 入 2 24， 6 1 8， 0 00 2 5 3， 4 5 4， 1 3 0 253，454，130 。 。 7.19 112.84 100.00 2 3 8， 5 36， 4 7 4 14，91 7，656 6.25 

〆

13. 市 債 258，500，000 258，500，000 258，500，000 。 。 7.34 100.00 100.00 4 1 3， 00 0， 000 合4..500.000 ム37.41

ゅ'
14. 繰 入 金 18，067，000 18，067，000 18，067，000 。 。 0.51 100.00 100.00 。18，067，000 100.00 

A口K 計 3，477，494，000 3， 5 73， 0 1 8， 6 2 0 3，524，(5282，308 1) 
26，51 47，435，480 1，227，343 100.00 101.35 98.64 3，O36，(91144，， 378 

24，412) 
487.(61627，j 930 

02，099) 16.06 
f ‘ .._司 ー-・幽凶制帽酬網目

※ 収入済額欄の( )は収入還付未済額
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歳入財源別年度比 較表
(単位円)

ν 

下手よ
決 算 額 構 成 比 率 す つ 勢 比 率

昭和 45年度 昭和 44年度 昭和 43年度 対44年度増ム減額 昭和45勾凌 昭和44年度 嚇日 43年度 昭和45年度 昭和44年度 li蜘 43年度

市 税 1，905，090，036 1，576， 335， 704 1，308，327，821 328，754，332 54.0q5 b 519% 1 58.4q3 b 145.691 6 120.498 6 100.0 ¢ 0 

自 分担金及び負 担金 27，525，803 52，499，056 34，202，335 ム 24，973，253 O. 7 8 1. 7 3 1.53 80.4 8 1 5 3. 5 0 1 0 0.00 

主
使用料及び手 数料 30，652，524 56，891.247 53，145，843 ム 26，238，723 0.87 1.87 2.3-7 57.68 1 0 7.0 5 1 00.0 0 

財 産 収 入 33，499，175 6，964，622 4，558，041 26，534，553 0.9 5 0.23 0.20 7 34.9 5 1 52.80 1 00.00 

財

寄 付 金 69，370，000 22，248，620 1，503，000 47，121，380 1.97 O. 7 3 0.07 4615.44 1480.28 1 0 0.00 

源 繰 越 金 98，307，882 96，003，052 98，516，411 2，304，830 2.7.9 3.1 6 4.40 99.79 97.45 1 0 0.00 

諸 収 入 2 53， 4 54， 1 30 2 3 8， 5 3 6， 4 7 4 238， 86 1，631 14，91 7，656 7.1 9 7.86 1 0.67 1 0 6.1 1 9 9.8 6 1 0 0.0 0 

計 2， 4 1 7， 89 9， 5 5 0 2， 0 49， 4 7 8， 7 7 5 1，739，115，082 368，420，775 68.60 6 7.49 77.67 1 39.0 3 1 1 7.8 5 1 00.00 ! 

自動車取得税交付金 49，451，000 44，252，000 28，856，000 5，199，000 1.40 1.45 1.29 171.37 1 5 3.3 5 

依 地 方 」ヅ足て、 付 税 12，006，000 ] 0，887，000 9，185，000 1，129，000 0.34 0.36 0.41 1 3 0.7 1 1 1 8.42 1 00.00 

存
あ重安鎖す築時現i佼付金 1，759，000 2，516，000 2，359，000 ム 757，000 0.0 5 0.08 O. 1 1 74.5 7 1 0 6.6 6 1 00.00 

国 庫 支 出 金 38 3， 9 78， 2 1 5 289，908，320 2 3 2， 59 1， 24 7 94，069，895 1 0.89 9.5 5 10.39 ] 6 5.0 9 1 24.64 1 0 0.0 0 1 

財
都 支 出 金 382， 921. 54 3 22 6， 8 82， 28 3 1 0 9， 90 4， 7 11 156，039，260 1 0.8 7 7.47 4.91 3 48.4 1 20 6.44 1 0 0.00 

源 市 債 25 8， 50 0， 0 0 0 413，000，00'0 117，000，000 ム154，500，000 7.34 ] 3.60 5.22 22 0.94 3 52.9 9 1 0 0.00 

繰 入 金 18，067，000 。 。 18，067，000 0.51 。 。 一 一 一. 

計 1，106，682， 758 987， '4 35， 6 0 3 499，895，958 11 9， 24 7， 1 55 3 1.40 3 2.5 1 22.3 3 221.38 1 97.5 3 1 0 0.00 

-
487667ml 10000 歳 入 ム仁3、 芸+- 3， 5 24， 58 2， 308 3， 0 3 6， 9 1 4， 3 78 2，239，011，040 1 0 0.0 0 1 00.00 1 5 7.4 2 1 35.64 10 0.00 
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② 市税

本年度における市税は調定額 19億 5，201万円で.これに.対する収

入済額は 19億 509万円，調定に対する収入率は 97. 6 %となり，前

年度比では 3億 2，875万円(20.9領)の増収となっている。

市税の歳入状況を税目別にみると次表に示すとおり，各税目とも前年

度に比べ，それぞれ増加している。

また.市税の収入済額構成比は市民税(8億 4，528万円) 44: 3 %， 

固 定資産税(6億 7，401万円) 3.5.4婦と市税全体に対する割合は 79.

7婦を占め，以下たばこ消費税 9.0% t 電気ガス税 6.0%，都市計画税

4.5% ，軽自動車税 0.8%のj顕となっている。

また，市税の収入状況は前述のとおり，前年とほぼ同じ収入率を示し

たが.これを現年度及び滞納繰越別にみると，次表のとおり現年度分に

ついては 98.4%，滞納繰越分については 55.8婦の収入率である。

市税における不納欠損処分額は 1，04 0，6 3 3円で， これを前年度

( 1， 3 2 1， 1 0 0円)と比較すると 28 0， 4 6 7円の減少となっている つ

これを税目別にみると次表(市税不納欠損処分額内訳〉に示すとおり， ザ

市民税が最も多く 718，363円，次に固定資産税 204，9 1 1円の頒とな

っている。

これらの不納欠損処分理由については .住所不明あるいは生活困難等に

よるもので，やむを得たいものと認められた。

なお，収入未済額については市税の増加に伴片山、年々多額化し，本年

度における収入未済額は 4，000万円を越えている状況にあり.極力現

年度において徴収されるよう努力されたい。

-12ー



市税税目別年度

7XごJ
昭和 4 5 年 度

~ 

収入済額

品(A)?“で.._vのV 

調定額 (A) 収入済額 (B) 構成比

市 民 税 8 7 8， 4 5 1， 3 79 845，284，746 44.3ち

国定資産税 684，871，273 6 7 4， 0 1 6， 1 90 ' 35.38 98.42 

軽自動車税 16，394，180 14，798，750 0.78 90.27 

市たばこ消費税 171，322，090 1 7 1， 322，090 8.99 100.00 

電気 ガ ス 手見 1 1 4， 1 3 6， 0 52 11 4， 1 36， 0 52 5.99 100.00 

都市計画税 86，838，704 85，532，208 4.49 98.50 

メ亡与1、 計 1， 9 5 2， 0 1 3， 6 78 1，905，090，036 100.00 97.60 

市税現年度滞納繰越別収入状況

(単位円)

区 分 調 定 額 収入済額 収入未済額 収入率

% 
現 年 度 1，9 1 3， 8 1 3， 612 1， 883， 77 3， 69 4 30，266，429 98.43 

滞 車内 繰 越 38，200，066 21，316，342 15，843，091 55.80 

βr::J 、 計 1， 9 5 2， 0 1 3， 6 78 1， 9 0 5， 0 90， 0 36 46，109，520 97.60 

-13-
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酬

比 較
(単位円)

昭和 4 4 年度 対前年度比較

収入済額 8 収入率 増ム減額(町
増gA減X 此10買0事調定額(C) 収入済額 (D)

構 成比 x 100 (B)ー (D)

71 5， 0 5 3， 0 6 7 688，705，700 43.6q9 b 96.3~ 1 56， 5 79， 0 46 2Z7q4 S 

5 92， 0 63， 0 1 9 58 1，952， 783 36.92 98.29 92，063，407 15.82 

13，644，160 11，688，690 0.74 85.67 3，110，060 26.61 

135， 20 0; 1 ? 0 135，200，120 8.58 100.00 36，121，970 26.72 

声，

96，541，023 96，541，023 6.12 100.00 17，595，029 18.23 

63;424，999 62，247，-388 3.95 96.41 23，284，820 37.41 

1f 6 1 5，926， 388 1， 57 6， 33 5， 70 4 100.00 97.55 328，754，332 20.86 

市税不納欠損額内訳
(単位円)

いて
ーー

18条第 1項 15条の 7第4項 15条の 7第5項 計 構成

件数金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 比率

市民 税 344 i 450，593 30 262，959 8 4，811 382 718，363 

固定資産税 119 149，556 お1 55，355 。 01147 204，911 19.69 

軽自動車税 ， 56 75.280 12 11，930 6 3，000 74 90，'210 8.67 

都市計画税 119 1 9，814 28 7，335 。 o 114 7 27， 149 2.61 

，計 ~638 695，243 98 337;579 14 7，811 750 1.040，633 100.00 

(在)地方税法 18条第 1項・・・・・・・法定期限の翌日から起算Lて5年間行使(滞納処分 〉し左い

場合，徴収権は時効によタ消滅する口

E 

If 

15条の 7第 4項・・・滞納処分の執行を停止した徴収金を納付する義務は.執行停

止が 3年間継続したとき消滅する。

15条の 7第 5項・・・滞納処分の執行を停止した場合 ，その徴収金Uてついて徴収で

き左いととが明らかに在ったときは直ちKその徴収金を納付

ナる義務を消哉させるととができるo

- 1'4-



③ その 他の歳入

(交付金及び交付税等)

道路整備に関する財源として交付される自動車取得税交付金は調定額

4，945万円で，前年度(4，.4 2 5万円)と比較すると 519万円の増加

となっている。

また，地方交付税については.本年度における基準財政収入額が 13 

億 2，853万円で，これに対する需用額は 12億 8，641万円となり，前

年度と同様収入額が 4，212万円需用額を上まわり，普通交付税の対象

外となっている。しかしながら.特殊財政需用補正としての特別交付税

が 1，200万円交付されている。

交通安全対策特別交付金は，交通安全施設整備を促進するための財源

として交付されるものであるが，本年度は 175万円が交付されている。

(分担金及び負担金)

予算額 2，798万円で調定額 2，885万円に対し，収入済額は 2，7 5 2 

万円となり.調定額に対する収入率は 95."4%となっている。これを前

年度収 入済額(5， 249万円〉と比較すると， 2，.497万円 ( 47.6 % ) 

と大幅に減少している。これは土木費負担金(道路，橋梁等負担金)に

関する事業がなかったものである。

また，不納欠損処分額は 1，60，030円で前年度(95， 520円〉に比

べ， 6 4， 5 1 0円増加している。これは児童措置費負担金で 30件につい

て処分が行なわれている。この内容についてみると保育所入所児保護者

負担金で，その処分理由は住所不明.あるいは生活困難等によるもので

あるが .一部徴収可能なものが時効となってしまったと忠われるものが

見受けられたので，今後はこのようなことのないよう十分注意されたい。

なお，本年度における児童措置費負担金収入未済額は，次表のとおり

1 1 0万円を越える状況にあり，真にやむを得ない理由のものを除いて

は時効にならないよう注意されたい。

Fa 
喝
，
ょ
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児童措置費負担金収入未済額年度別内訳

(年度末現在)

年 度 件 数 金 額

昭和 41年度 35 287， 1 3 0円

昭和 42 年 度 34 268. 2 1 0 

昭和 43 年度 32: .. 237. 750 

'. 
昭和 44 年度 25 1 3 4， 700 

~ 

昭和 45年度 32 204， 550 

メ口主、 計 158 1， 1 3 2， 340 

(使用料及び手数料)

予算額 2，968万円で調定額 3，083万円に対し，収入済額は 3.065

万円となり，調定に対する収入率は 99:'ι%である。

これを前年度収入済額そ 5，689万円)と比較すると 2，62 3万円 (46.

1 %)と大幅に減少している。これは当年度より，し尿処理手数料が無

料となったためである。

なお.収入未済額は 159， 555円となっているが，その内訳につい

てみると幼稚園使用料 69，6 00円およびぐ清掃手数料 89，435円，墓地

公管理手数料 520円でこれを前年度(1 0，3， 6 7 0円) と比較すると，

5 5， 885円の増加である。

また，不納欠損処分額にーついては，児童福祉費使用料(保育所使用料〉

の 26，680円で児童措置費負担金同様の処分理由となっている。

このような収入未済額(負担金及び使用料等)については市税と異な

り，期間が経過するほどにその徴収が困難、となるので，極力現年度にお

いで徴収されるよう一層の努力をはらわれたい 。

(国・都支出金)

国庫支出金予算額は 3億 8，356万円で収入済額は 3僚 ，8，397万円

-16 -



となっている 。

これを前年度(2億 8，990万円)と比較すると， 9，4 0 6万円(3 2. 

5 %)増加している。

この増加理由についてみると，本年度施行した七中防音改築工事お よび

滝合小併行防音工事が主なもので，その他，生活保護基準の改定， 市営

住宅建設費補助等によるものである。

また，都支出金については予算額 3億 7，709万円に対し，収入済額

は 3億 8，292万円となり.前年度 (2億 2，688万円)に比べ， 1億

5，60 3万円 (6 8. 8 %)の増加となっている o

このように大幅に増加一じた理由は，児童手当の実施に伴なう負担金

( 2，689万円)，カドミクム汚染による応急、米対策費 (2，.668万円) ， 

じん芥，し尿処理手数料の無料化に伴なう経費(4， 902万円) ，病院

整備事業および運営費補助(1， 5 8 4万円) ，児童館及び保育所施設補

助 (2， 329万円)が交付されたものである。ズ;

(財産収入・寄付金)

財産収入の主なものは， ~日直営診療所用地ならびに建物売払代

(2，850万円〉及び公益質屋流質物売払代 (9f万円Y等である。

また，寄付金は宅地造成事業に伴なう教育施設整備費寄付(6，932万

円)で施行者より寄付されたものである。

(繰越金・諸収入〉

前年度決算における歳入歳出差引残金 9，830方向全額が繰越金とし

て収入されている。

また諸収入の主なものについてみると，収益事業配分金 (2億 1，770

万円)および小口事業資金貸付預託金等の元利収入(1， 7 --3 6万円〉で
f':. 

合計 2億 5，345万円となっている。J

(市債・繰入金〉

本年度市債総額は， 2億 5，850万円で前年度ぐ主億 1，300万円)に

比べ 1億 5，450万円の減少となっている。 これは本年度における学校

用地の取得(滝合小学校)の減少，並び、にじん芥処理施設建設事業債分

F
 

S
 

f
 ，

 

。

が減少したためである。

また繰入金 1，806万円については，平山台都市下水路建設事業費と

-17-
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F高

、

して前年度立替執行した ものであるが ，本年度において都市計画特別会

計よ り同額繰入れられたものであるの

. 一 ー 一、
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イ、歳出決算状況

①概況

本年度における歳出状況は

予算額 34億 7，749万円

支出済額 33;億 3，882万円

繰 越 明 許 費 4，000万円

不用額 9，86 6万円

で，予算執行率は 96.9%である。

支出済額を前年度(2 9億 3，860万円)と比較すると 4億 22万円

( 1 3. 6係)の増加となっている。

また，歳出決算状況を款別にみると，次表(款別歳出状況年度別比較)

に示すとおり，衛生費および農業費を除いて，各款とも増加している。

特に民生費については 1億 8，412万円と大幅な増加となり，つづいて

土木費 9，587万円，消防費 7，295万円のj煩となっている。

つぎに歳出決算額に占める各款の支出割合は，次表に示すとおり①

教育費 33.2婦，②土木費 15.1% ， ③民生費 15.0係， ④総 務

費 14. 8 %，⑤衛生費 1O. 7婦の JI原となっている。

-19-
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款別歳出状況年度別比較表
(単位円)

tJ 

〉とこ
ーー・ーーーー・『

昭 和 4 5 年度 ーι一 昭 和 4 4 年 度 対企4 年度比較

予 算 客員 決 算 額 執行率 決算額構成比 予 算 額 決 算 客員 執行 率 決算額構艇と 決算額増ム減 決算額増ム減上持

¢ % % % % 
1. 議 メ~ 費 48，597，000 48，279，123 99.35 1. 45 41，796，404 41，488，943 99.26 1. 41 6，790，180 1 6.3 7 

2. 円相Z。L、i 務 費 50 3. 5 3 0， 8 3 2 494，521，560 98.21 14.81 461，342，258 4 55， 5 1 5， 72 7 98.74 15.50 39，005，833 8.56 

3. 民 生 費 508，709，891 50 1， 554， 31 1 98.59 15.02 321，977，221 3 1 7， 430， 0 51 98.59 10.80 1 84， 1 2 4， 2 60 58.00 

4. 衛 生 費 358，421，000 3 5 5， 9 3 9， 99 8 99.31 10.66 4 27， 4 73， 50 0 425，205，925 99.47 14.47 ム69，265，927 ム 16.29 

5. 労 働 費 7，621，261 6，935，114 91.00 0.21 6，281，290 6，023，348 95.89 0:21 911，766 1 5.14 

6. 農 業 費 24，824，000 24，012，680 96.73 0.72 29，651，000 29，267，906 98.71 1.00 ム 5，255，226 ム 17.96 

7. 商 工 費 24，112，745 23，930，480 99.24 0.72 1 7，241，000 17，066，979 98.99 0.58 6，863，501 40.22 

8. 土 木 費 50 6， 8 7 3，8 95 5 0 2， 40 9， 6 0 7 99.12 15.05 420，205，099 406，533，298 96.75 13.83 95，876，309 23.58 

9. 消 防 費 1 55， 1 44， 00 0 1 54， 7 3 4， 86 9 99.74 4.63 81，965，300 81，779，829 99.77 2.78 72，955，040 89.21 

10. 教 育 費 1， 1 76， 568， 71 6 1， 1 08， 497， 844 94.21 33.20 1，09 1， 425，068 1，064，523，651 97.54 36.23 43，974，193 4.1 3 

11. 公 イ責 費 118，026，000 11 8， 0 1 3， 680 99.99 3.53 97，569，000 93，770，839 96.11 3.19 24，242，841 25.85 

12. 予 備 費 45，064，660 。 一 一 34，563，959 。 一 一 一 一

メEコ入 計 3，477，494，000 3， 33 8， 8 2 9， 26 6 96.85 100.00 3，031，491，099 2， 93 8， 6 0 6，4 96 96.94 100.00 400，222，770 1 3.62 

ハUワ
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当年度の決算額を性質別にみると次表のとおり消費的な経費 19億 1，044

万円，投資的経費 10億 4.839万円となっている。

、唖

性質別歳出決算額年度比較

(単位千円)

... 

パ|経ご費~よ¥夫年度訟別
対 44年度増ム減昭和 45年度 昭和 44年度

決算額 構成比 決 算額 構成比 決算額 比率

% qも 唱
消費的経費 1，910，442 57.2 1， 363弓 514 46.4 546.928 40.1 

人 件 費 880，338 26.4 674，037 22.9 206，301 30.6 

内
物 件 費 494，288 14.8 324，088 11.0 ] 70.200 52.5 

維持補修費 61.444 1.8 31，079 1.1 30，365 97.7 

訳
扶 助 費 231，484 6. 9 146，078 5.0 85，406 58.4 

補 助 費 242，888 7. 3 188，232 6.4 54，656 29.0 

投 資的経費 1， 048， 3 86 31.4 1，284，600 43.7 ム236.214 618.4 

4 普 通建設費 1，048，386 31.4 1，284，600 43.7 ム236.214 ム18.4I 
内

災害復旧事業費 一 一 一 、 一
訳

失業対策事業費 一 一一 一 一

~ 債 費 118，009 3.5 93，766 3.2 24，243 25.9 

繰 出 金 193，826 5.8 154，653 5.3 39，173 25.3 

そ σ〉 イ也 68，166 2. 1 42，073 1.4 26.093 62.0 

~ 計 3，338，829 100.00 2，938，606 100.00 400，223 13.6 ，. 

守
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②款別歳出状況

〈議会費。総務費)

議会費の決算額は 4，827万円(執行率 99.4%)で，前年度比では

679万円(1 6.:4 %)の増加となり.これ:は主とし，て人件費(4， 349 

万円 )γである。

ー総務費にーついては決算額 4億 9，452万円(執行率 9'8. 2 % )で前年

度比では 3，900万円(8. 6 %)の増加となっている 。

この主な増加理由としては，職員給与の改定および報酬の引きFあげに伴

なう人件費と，カドミクム公害による汚染地域産米保有農家に対する応

急米支給費用等である。

つぎに.項別支出額の主なものをみると

総務管理費 3億 1，47 2万円

徴 税 費 8; 6 0 3万円

戸籍住民基本台帳資 6，8 4 2万円

選ム 挙 : 費 941万円 ・

で主な事業としては公有財産購入費 1，018万円，交通安全対策費 84.9

万円，公害対策費 2，868万円，幼児教育補助事業 365万円等である。

また，総務鎚は議会費同様主として事務執行上の経常的経費で，これ

を性質別に分類すると

入 件 費

物 件費

補 一 助 費

維持補修費

3億 3，22 8万円

1億 1，9 :7; 7:~万円

3，3 16万円

930万円

計 4億 9，45 2万円

とな、りi，i ~ ，;予算目的にそった執行であると認められる。勾ーー

(民生費〉

決算額は 5億 155万円(執行率 98.6領)で前年度比では 1億 8，412

万円(5 8. 0 % )の増加となっている。

このように大幅な増加となった理由としては

保育所の新設及び増設費 3.266万円

一22-
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児童館の新設費

保育所人件費増加額

生活保護費増加額

児 ，童手当増加額

1， 623万円

3，076万円

4，129万円

2，649万円

国保事業への繰出増加額 1， 753万円

等が主なもので，特に保育所を主体とした児童福祉資の増加率が高く，

前年度比で 1億 21 9万円(8 2.6' %)の増加となっている。

また，老人福祉事業では，高令者福祉条例の制定に.伴ない敬老金額の

引きあげや，老令福祉手当が支給されるなど，当市の福祉行政水準は大

穏に向上さ れ.事業計画にそった予算執行であると認められたれ

(衛生費・労働費)

衛生費における決算額は 3億 5，5'93万円(執行率(9 9. 3 % )で前

年度比では 6，926万円(1 6. 3婦)の減少となっている。

これは前年度において，ごみ焼却施設(支出済額 1億 5，622万円)が

F 完成したことによるものである 。

つぎに項別支出状況を前年度と比較してみると

保健衛生費 5，268万円(前年度比

清掃費 '1億一9，104万円 ( fI 

水 道費 3，650万円 ( fI 

病 院 費 '，"" 7，570万円 ( 11 

とた;り¥¥ i清掃費を除いて各項とも増加している。

1，342万円の増加)

1億 2，837万円の減少)

1，541万円の増加〉

3，027万円の増加〉

このよs うに年々経費が増大し，市民の健康管理あるいは生活環境の改善

等、，、これらに関する諸施設も年ごとに整備されつつあるが，なかでも清

掃事業におけるごみ処理に.ついては.人口の増加ならびに-生活水準の向

上に伴ない量の増加と大型化により.すでに各都市での大きな問題とな

っているので，総合的な事業計画のもとに，激増する需用に.対応できる

よう，なお一層の努力を望むものである。

また，労働費の決算額は 69.3万円(執行率 91. 0 %)で前年度比で

は 91万円 (15.1%)の増加で特記すべ き事項はないが ，勤労者福祉

事業のうち，図書購入費 (4 1万円)については ，全額不用額と なって

いる。
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これは.図書館事業と重複したことによるもので ，今後の予算計上にあ

たっては十分注意されたい。

(農業費。商工費)

農業費の決算額は 2，401万円(執行率 96. 7 % )で， 前年度比では

525万円(1 8. 0 領)の減少となっている。

支出済額の主なものは，人件費 1，385万円(構成比 57.7労)，負担

金補助及び交付金 549万円(構成比 22. 0 %)で，主として農地およ

び農政指導を行なっているが，急速な都市化現象により農地の宅地化，

あるいは公害等.農家におよぽす影響が年々大きくなると思われるので

適切な行政指導のもとに近郊都市農業としての振興がはかられるよう.

なお一層の努力が望まれる。

また，商工費は決算額 2，393万円(執行率 99. 2 % )で前年度比で

は 686万円(4 O. 2 % )の増加となり，市内商工業の振興および市民

に対する消費経済知識の普及等に.支出され，予算目的にそった執行であ

ると認められた。

( 土 木費)

決算額は 5億 240万円(執行率 99. 1 % )で前年度比では 9，587

-万円 (23.6婦)の増加となっている。

また，予算執行率は前年度(9 6. 7 %)を 2.4%上まわり.ほぽ事業

計画どおり執行されているものと認められた。

なお，項別支出状況は

土木管理費 1，362万円(静夜比 212万円の増加)

道路橋梁費 1億 8，722万円( fI 4，503万円の減少)

都市計画費 2億 1，615万円( !I 5，494万円の増加)

住 宅 費 8，540万円( /1 8，383万円の増加〉

となり，都市計画費および住宅費が大幅に増加している。

これは区画整理事業繰出金(1億 3，098万円)，市営住宅建設費(8， 420 

万円)，日野市開発公社に対しての用地買収事務委託料(4， 9 7 1万円)

等が主なものである。

また，道路橋梁費における減少理由についてみると，道路新設改良費

で補助 13号線道路新設工事(滝合橋より川崎街道に通ずる京王線陸橋

dAτ つ'U
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関連工事)が前年度において完成したためである。

(消防費)

決算額は 1億 5，473万円 (執行率 99.7係)で，前年度比では 7，295

万円(89.2 % )の増加と なっているが.これは常備消防における都委

託料増加分 1，421万円および消防署建設用地買収費(5，6 58万円)に

よるものである。

〈教育費)

決算額は 11億 849万円(執行率 94.2%)で前年度比では 4，397

万円 (4.1 %)の増加となっている。

つぎに，項別支出状況をみると

教 育総務費 5，337万円(吉枠度比 1，210万円の増加)

2億 8，237万円の減少)小学校費 5億 6，565万円( 11 

中学校費 3億 8，014万 円( 11 2億 8，618万円の増加)

幼稚園費 2，871万円( ". 457万円の増加〉

社会教育費 6，844万円( 11 2，046万円の増加)

保健 体 育 費 1，216万円 ( 11 301万円の増加)

である。

なお，幼稚園費については予算額 6，931万円に対し ，支出済額は

2，87 1万円となっているが，残額のうち 4，000万円(用地買収費)に

ついては，地方自治法 21 3条による明許繰越が行なわれている。

また，当市における教育施設は年々整備され，本年度においては七生

中学校の増改築工事が完了し，過去十数年余にわたる校舎改築事業が終

了したことは，関係者の努力と協力によるもので誠に喜ばしいことであ

る。

しかしながら一方において急激な人口増によりプレハブ教室の使用を

余儀なくされている状況にあり，年々増加する行政需用と限りある財政

のなかで教育施設整備拡充は容易でないと思われるが，これらの解消に

あたり.引きつづき特段の努力を望むものである。

(公債費・予備費)

公債貨における決算額は 1億 1，801万円(執行率 100労)で，前年度

比では 2，424万円(2 5. 9 % )の増加 となり，歳出総額に占める 割合は
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3.5%である。

また .本年度の予備費充当額は 16件， 3，1 05万円で不用額は 4，506

万円である。これを前年度 (808万円)と比較すると 2，297万円の増

加となっている。

このように増加した理由は，カドミクム公害経費として充当額 2，722万

円で，これを除く充当額は 384万円となり，前年度に比べ大幅に減少

している。 内

なお，本年度の予備費充当状況は次表に示すとおりである。

予備 -費 充 当状況
内 ι

(款別〉 (単位円)

科 目 支出済額 (A) 充当額 (B) 件数 思XI00

.1. 議会 :費 . 48.279.123 。。 0% 

2. 総 務 費 4 94， 5 21， 5 60 28，724，832 6 5.8 1 

3. 民 生 費 ; 501，554.311 1，257，'891 5 0.25 

'4. 衛生
、、

費 3 55. 9 3 9， 9 9 8 。。 。
5. 労 働 費 6，935，114 94，261 1 1.36 

6. 農 業 費 24，012，680 。。 。|
7. 商 工 費 23，930，480 26，745 1 0.1 1 

，8.土 木 費 5 0 2， 4 0 9， 6 07 67，895 1 0.0 1 
~ 

9. f首 防 費 1 54， 7 3 4， 8 6 9 。。 。
10. 教 育 費 1， 1 08， 49 7， 844 884，716 2 0.08 

11. 公 債 費 1 1 8， 0 1 3， 6 80 。。 。
1::コX 計 3. 3 3 8， 8 2 9， 266 

， 
31， 0 5 6，340 16 0.93 

令司a
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(節別) (単位円)

科 目 支出済額 (A) 充当額 (B) 件 数 ((一AB一)) ×100 

2. 給 料 4t6，8 75，121 94，640 2 oo J 

3. 職 員 手 当 380，989，212 1，9，08，108 2 0.50 

7. 賃 金 9，8.43，$63 81，400 2 0.83 

8. 報 償 費 21.664，065 49，000 2 0.23 

11. 需 用 費 184，227，538 26，814，360 1 1 4.56 

13. 委 託 料 3 7 3，85 O. 8 1 7 410，000 O. 1 1 

15. 工事請負費 715，1 1 7，850 841，000 2 0.12 

19. 
負担金補助

1 37， 82 3， 1 92 
及び交付金

94，261 1 0.07 

20. 扶 助 費 192，274，.350 293，891 1 0.1 5 

補償補填
22. 及び賠償金 1，840，305 153，280 1 8.33 

28. 繰 出 金 1 82，8 44， 400 316，400 1 O. 1 7 

;.t，仁k3 計 2，6 1 7， 350， 7 1 3 31，056，340 1 6 1 1. 8 7 

③ 予算の涜用について '

3本年度における予算流用は 2;4件， 1億 4，1 6 1万円となり，前年度

( ..~ ，8 ， 件， 1，039万円)に比べ， 1億 3，121万円の増加である。

このようにー増加した理由についてみると，七生中学校防音改築工事費(流

用額1"53方向)および日本住宅公団より買収した第三中学校新設費(1 

億 3，277万円)によるもので，国及び住宅公団側の関係により止むを得
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ないものと 認め られたが.こ の ように多額の流用は協力きけなければな

らない c

したがづてー，今後の予算執行にあたっては，十分な事 前協議のもとに

予算言七上されるよう望むものである。

なお.本年度予算流用状況は次表のとおりである。

予算 の流 用状況
(単位円)

節 思リ t金 額 件数 節 Jjlj 金 額 件数

職員手当から 85.567 3 給 料へ 84，410 2 

賃 金 p 11，298 3 職員手当 fI 46，378 1 

報 償 費 H 1'5，000 1 共 済費 H 1，157 

旅 費!! 5，619 1 賃 金 H 19，878 2 

汗'至1百王争 用 費 H 91.228 2 報 償 費 H 72，579 2 

役 務 費 11 84，730 3 旅 費 11 25，140 4 

委 託 料 μ 14.000 2 役 務 費 /1 35，236 3 

賃使用料借及料び H “ 442，034 3 賃使用料借及料び 11 403，000 2 

工事請負費 H 140，702，790 3 工事請負費 H 7，532，000 1 

備品購入費 ρ 32，042 2' 原材料費 H 44，850 1 

扶 助 費 H 127; 187 1 公有財産購入費H 132，776，790 1 

負及担ひ交金補付助金 H 3，000 2 

扶 助 費 ρ 127，187 1 I 

及償還び割金利引子料 1 439，890 1 

ぷ口入 計 141，611，495 24 .ぷp 計 141.611.495 24 

-28-
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(2) 特別会 計

ア、留民健康保険事業特別会計

本年度における歳入決算額は 2億 7，479万 円で，これに対する歳出

決算額は 2億 6，21 1万円であり ，こ の差引残額1， 268万円を翌年度へ

繰越している。

(歳入決算状況)

歳入総額 は 2億 7，479万円で ，これを前年度に比較する と 5，990万

円(27. 9係)の増加である。

歳入状況については次表に示すとおりであ'るが.こ の うち繰入金が前

年度より 1，252万円(4 5.7 % )と大幅な増加となり， 一般会計への依

存度は年ご とに高くなってさPている。

款別歳入決算額年度比較
(単位円)

対 44年度比較
'昭和 45年度 昭和44年度 昭和 43年度

増ム減額 増A減比率

1 国民健康保険税 72，432，010 56，798，880 49，740，230 15，633，1 3 0 27.52% 

2.国庫支出 ，金 1 4 4，8 3 4，42 0 114，486，937 95，729，4 11 30，347，483 26.51 

3.都支出金 12，378，789 7，437，366 5，297，443 4，941，423 66.44 

4.繰 入 金 39，962，000 27，435，000 1 9，000，000 1 2，527，000 45.66 

5.繰 越 金 4，181，133 7，708，378 2，674，764 ム 3，527，245 ム 45.76

6.諸 収 入 1，010，35 1 1，026，686 635，057 ム 16，335 ム 15.91

歳入 合計 2 7 4，79 8.7 0 3 21 4，8 9 3，24 7 1 73，076，905 59，905，456 27.88 
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また，本事業では将来ますます受診率の上昇等により，保険給付費ま

たは管理経費の増加が予想、されるので，今後は国ろ都の施策と相まって

財源の確保につとめるとともに合理化をはかり，事業の健全な運営をさ

れるよう期待するものである。

t . 

一般会計からの繰入金状況 r: 
(単位円)

年 度 金 額 対前相懇動日客員 年 度 金 :額 対前年度鞠噸!

H召和 45年度 39，962，000 12，527，000 昭和42年度 18，661，000 5，035，000 

日開44年度 27，435，000 8，435，00D 麻日41年度 13，626，000 7，626，000 

昭和43年度 19，000，000 '339，000 日繭40年度 6，000，000 一

つぎに j 保険税の収納状況:は次表に示すとおりであるが，収納率は前

年度よりやや上廻っている。

しかしながら，依存財源が年ごとに多くなる現状のなかで，滞納繰越

分の徴収にあたっては，なお一層の努力をされたい。

l: 
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国民健康保険税徴収状況年度比較
(単位円)

'1 

Eト d竺! 昭和 45年度 昭和 44年度 昭和 43年度

予
現年度 分 66，029，0'0'0 5 3，0 0 9，0 0 0 45，0 80，0 00 

算 滞 納 繰 越分 4，5 3 0，00 0 3，1 5 0，00 0 3，749，000 

客員
計 7 0，5 5 9，0 0 0 5 6，1 5 9，0 0 0 48，8 2 9，00 0 

、

調
現年度分 7 1，86 7，9 3 0 57，6 1 0，4 5 0 49，01 4，550 

定 滞納繰越 分 7，5 50，0 60 6，9 6 6，41 0 8，1 9 7，40 0 

額
計 7 9，41 7，99 0 64，5 76;860 57，22 1，9 5 0 

， 

収
現年度分 6 7，6 2 3，2 1 0 5 3，68 0，2 50 4 5，81 6，4 4 0 

入
滞納繰越 分 4，8 0 8，800 3，1 1 8，6 30 3，923，790 

済

額 計 7 2，4 3 2，0 1 0 5 6，7 98，880 4 9，7 40，2 3 0 
一-"

予
現年度分 1 02. 4 1 ~ % 1 0 1.27 % 101.63先

算
執 滞納 繰 越分 1 0 6. 1 5 99.00 1 0 4.6 6 
行

率 計 1 02.65 1 0 1.1 4 101.87 1 
、

現年度分 94.09 93.1 8 93.48 
徴

収 滞納繰越 分 63.6 9 4 4. 7 7 47.8 7 
、

率
計 91.:2'0 8' 7.96 86.94 ， 

， 

また，国保税の不納欠損額は 24 2，5 1 O'円で前年度(343，2 00円 )

より 100，6 9 0円の減である。 この処分内訳をみると生活困窮者，転出

先不明等による居所の判明しない者，または本人死亡等でやむを得ない

ものと 認められる。
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(歳出決算状況)

歳 出総額は 2億 6，211万円で，これを前年度に比較すると 5，1 40万

円(24.4弼)の増加である 。

歳出状況は次表に示すとおりであるが，こ のうち保険給付費が 25.5 

婦と大幅に増加している。
t' 

.. 
款別歳出決算年度比較

(単位円)

hミtf(
対 44年度比較

昭和 45年度 昭和 44年度 昭和 43年度

増ム減額 増A減比率

1.総 務 費 20，1 64，408 1 7，581，656 12，024，721 2，582，752 14.6ヂ

2.保険給付費 2 3 5，8 7 7， 1 6 7 1 8 7， 9 4 2，8 8 3 151，674，218 47，934，284 25.50 

3.保 険 施 設 費 5，623，866 4，655，688 1，454，382 968，1 78 20.80 
ト一一一一一

4. 土と 債 費 。 。 。 一 一
5.諸支出金

一一
451，900 ， 531，887 2 15，206 ム 79，987 ム 15.04

歳出合計 26 2，11 7，3 4 1 2 1 0，7 1 2，11 4 1 6 5，3 6 8，5 2 7 51，4 05，227 24.40 

款別内訳をみると総務費では人件費 1，508万円，国保税賦課計算委

託料 293万円等が主なもので.保険給付費は療養給付費 2億 2，921万

円，助産費 372万円等である。

なお.保険給付費が前年度に比較して 4，7 9 3万円と多額の増加をした

原因は，次表に示すとおり世帯数，被保険者数の 10%以上の増と一人

あたり費用額も 18， 7 2 9円で， 2，234円増えたのと相まって，受診件

数も 13%と急上昇している。 治

これらのことは本事業の財源を圧迫し，繰入金の増額となってきてい

るが，健全な運営を確保し，社会保障と市民の健康保持の目的のための

経費であり，.現行医療制度下においては .やむを得ないものと認められ

る。
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療養費用等年度比較

汁とと
対 44年度比較

昭和45年度 昭和44年度

増ム減額 増ム減比率

世 骨寸土ヲt 数 世帯 世帯 世帯 % 
(年間平均) 5，958 5，259 699 12.72 

被保険者数 人 人 人

(年間 平均) 17，630 15，983 1.647 10.30 I 

% 領 qる
井3主ζ4 見考5会' 率 49.8.68 486.80 11.88 2.44 

件 件
10，1]件2 ，コEζ乙 診 件 数 87，918 77，806 13.00 

円 fl] 円

費 用 額 330，] 87，042 263， 637， 68 2 66，549，360 25.24 

円 円 円

1件当り費用 額 3;-756 3，388 368 10.86 

円 円 Pi 
1世帯当り費用額 55，419 50，131 5，288 10.55 

、、 円 円 円

1人当り費用額 18，729 16，495 2，234 13.54 

‘ 

1払 円
1，828，29.2 円

円

結核予防法負担分 2，424，50 ] 596，209 32.61 

円 11-1 円

保険者負担分 229，638，642 1 83， 4 92， 1 4 1 46，146，501 25.15 

円 円 円

1世帯当り負担分 38，543 34，891 3，652 10.47 

円 円 -円

1人当り負担分 13，025 11.480 1，545 13.46 
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イ、都市計画事業特別会計

本年度における歳ふ決算額一は 5億 n:34 1':万円 で.こ れに対する歳出

決算額は 4億 98 _7_.万問であり.この差引残額 1億 6，354万円を翌年度

へ繰越 している。

(歳入決算状況?ー

歳入総額は 5億 7，3-41万円で，これを前年度に比較すると 2，60"-8万i

P:J (4. 3 5 %)の減少となっている。

また， 歳入状況については，次表に示すとおりである。

なお， 繰入金(1億 3，098万円)については ，本年度都市計画税収

入額 8，5'5句 3万円を差引し、だところの 4，545万円が実質繰入額である。

歳入決算額 年度比較
(単位円): 

h之と
対 4:4年度比較

昭和45年度 昭和44年度
増ム減、額 増ム減率J

相"""思 入 金 1 0 3， 9 8 4， 00 0 113，252，000 17，732，000 15.66 各

都 支 出 金 24，882，000 10，500，000 14，382，000 136.97 

繰 越 金 22 -i， 7 7 2， 3 96 7，658，332 217，114，064 2835.02 

諸 収 入 1 4 4，-1 9 1， 5 2 0 468， 0 91， 30 4 ム323， 8 9 9， 784 ム 69.20

国庫支出金 48，589，029 。 48，589，029 一

歳入合計 :573，:418;945 599，501; 6，36 ム 26，082，691 ム 4.35

(歳出決算状況)

歳出総額は 4億 987万円で，これを前年度に比較すると 3，5 1 4万円

(9.38労〉の増加と たっている 。

歳出状況については， 次表に示すとFおりである。

また，本年度における主な事業についてみると，平山台区画整理事業

--::3 4 -



g ， 

-f 

では，公社への工事委託料 1億 935万円，物件補償料 ，3.，.548'万円，神 e 

明上区画整理事業では，公社への工事委託料 8，318万円，物件補償料

1.4 3 7万円，四ツ谷下区画整理事業では，敷地第 14号工事 580万円，

街路築造第 12号工事 565万円 ，物件補償料 3，994万円等の事業が行

なわれている。

予備費については， 議決予算額 1億 8，504万円でそのうち他の科目

へ 1件 46万円を 充当 し. 1億t8，0 0 7万円が不用額となっている。

歳出決算額年度比較
(単位円)

〉之と
対 44 年度比較

昭和45年度 昭和44年度
増 ム 減 額 増 A減率

.同

% 
区画整理総務費 69，340，996 38，599，333 30，741，663 79.64 

審 一議 メzxzz 費 479，495 536，870 ム 57，375 A 10.69 

区画整理事業費 321， 51 6， 88 9 31 8， 5 09， 6 81 3，007，208 9.44 

都市下水総務費 18，068，970 149，959 1 7，919，011 11949.27 

都市下水事業費 472，323 16，933，397 ム16，461，074 ム 97.21 

歳出合計 409， 878， 6 7 3 374，729，240 35，149，433 9.38 
一 一一ー- ー一一一

以上本会計については，適正に執行されているも η、と認められる。

:、丸、色
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ワ、下水道事業特別会計

本年度にーおける歳入決算額は 2，333万円で.これに対する歳出決算額

は 2，303万円であり，この差引残額 29万円を翌年度へ繰越している わ

(歳入決算状況〉

歳入総額は 2，333万円で，これを前年度に比較すると 11 5万円 (47.

1 %)の減少である。

歳入状況については次表に示すとおりであるが，繰入金および繰越金

の減に.より，前年度より大幅な減少となっている。

歳入決算額 年度比較
(単位円)

コメL |昭和44年度
対 44年度比較

昭和45年度

増ム減額 増ム減比率

% 
使用料及び手数料 11，846，458 11，590，067 256.391 2.21 

繰 入 金 10，982，000 12，202，000 ム 1，220，000 ム 10.15

繰 越 金 414，299 563，175 ム 148J876 叩ム 26.44 

諸 収 入 91，351 133，015 ム 41.664 る 31.32 

歳 入合計 23，334，1"08 24，488，257 ム 1，154，149 ム 47.13

〈歳出決算状況)

歳出総額は 2，303万円で，これを前年度に比較すると 103万円(43. 

2 %)の減少である。

歳出状況に。ついては，次表に示すとおりであるが，総務費は人件費

1，202万円，使用料徴収委託料 55万円等である。

また， 処理費は本年度執行した主なものをみると，委託料の汚泥処理

および汚水本管清掲料 198万円，二仁亨請負費で場内さく泉設備新設工

事 185万円等である 。 公債費は市債の元利償還金の返済のため昨年度

po 
qδ 



と同額が支出されている。

歳出決算額年度比較
(単位円)

ワメと
対 44年度比較

昭和45年度 昭和44年度

増ム減額 増ム減比率

下水道総務 費 12，820，732 10，867，987 1，952，745 17.97 

下水 道処理費 8，169，136 11，161，211 ム 2，992，075 ム 26.81

/l泊¥、 イ責 費 2，044，760 2，044，760 。 。
歳 出 総額 23，034，628 24，073，958 ;ム 1，039，330 ム 43.17

以上 i本会計に.ついては適正に執行されているものと認められる。

資料
事業実績年度 比較

コミと
対 44年度比較

昭和 45年度 昭和 44年度

増ム減額 増ム減比率

年度 末処理戸数 . 4，9 3戸4 4，88戸2 5戸21 1.07% 

年度末処理人口 1 9.5 3人4 19，336 20会 1.06 

可ぜ

l800.22Id 3 1.570.28ぜ 22 9.93事年間総処理 A 量 1 4.64 
晶 ー r 

5.4 1ロ918 
m8 

111d 7 一 日平均;処理量 4.302 25.96 

円
]. 1，5 6 0，89

円
8 

円
処 理 収 益 1 1，8 2 0，6 89 25 9，79 1 2.25 

+ 
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工、基金運用状況について

公益質屋事業貸付基金

本年度の基金額は前年度と同様 650万円で，その運用状況は.次表

に示すとおりで.年間における貸付額は 18，5 7 1， 7 0 0円で，これに対

し弁済額は 16，8 8 2，，3 0 0円となり，貸付回転数は、3.26回転となって

いる。

また，年度末に‘おける基金内訳については，在庫額 5;08 3，8 5 Q E9 ，現

金 1，41 6，1 5 0円となり，基金額と合致している。また，基金運用によ

り生じた利子収入は 1，81 7，1 3 3円となり，流質物売却による利子相当

額を含め，その金額が一般会計に収入されている。

基金運用状況年度比較 (単位円)

品弁十戸 度 基 金 額 貸 付 金 弁 済 金 手リ 子 |

昭和 45年 度 (A) 6，500，000 18，571，700 16，882，300 1，81 7， 133 

昭和 44年度(-B) 6，500，000 17，195，800 16，722，050 1，799，493 

昭和 43年度 5，500，000 16，770，250 15，235，800 1，608，269 

17，640 I 対(A)4ー4年CB)度・増・・・ム・・減(0額) 。1，375，900 160，250 

対(C4-)4/年(B度，)x増1ム減率 一 8.00係 0.96骨。。

年 度 流質元金 流質処分金 月平均在庫高 貸付回転数 l

昭和 45年度 (A) 916，400 957，700 5，698，392 3.26 

昭和 44年度>(B) 764.400 809，600 5，416，438・ 3.1 8 

昭l 和 43年度 ; 599，700 689，200 4，888，667 ， 3.A 3 

対〈A)4ー4年(B)度・増・・・ム・・減(0額:)' 152，000 148，100 281，954 0.08 

対(C4〉4/年(B度)x増1ム00減率 19.88 % 18.29 % 5.21需 2.52 

" 
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用品調達基金

用品調達基金は 300万円をもって運用され，本年度における基金運

用状況についてみると，用品購入額は 138，204，902円で，基金の回転

は 46回転となっている。

また， 基金の内訳をみると次表のとおり用品在庫額 1，485，7 5 7円，現

金 4，40 6，8 3 3円で，未払金 2，886，376円および剰余金 6，214円を差

弓!いた額と在庫額を合計すると 300万円の基:金に一致する。

なお，剰余金 6，21 4円については，一般会計に 収入されている 。

基金運用状況
(単位円)

区 分 金 額 備 考

基 巴 金 額 3，0 0 0，0 0 0 

年間購入 額 1 3 8， 2 0 4， 9 0 2 未槻 2.886.376階的|
年間 e 払出額 1 39，725，35 9 

年度末 在庫 高 1，48 5，7 5 7 
a‘ ・ ， ー，も .t ‘ 

年 度末 b 現金 4，40 0，6 1 9 

剰 余 金 6，214 一般会計へ
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(3) 財産に関する調書

ア、財産の概要

本年度末における公有財産(土地)は

行政財産(地積) 4 6 4. 5 18m2 

普通財産(地積)

計

8 O. 2 61m2 

544. 779 m2 

で前年度 (5 0 6. 5 12m2) に比べ， 3 8.2 67m2の増加となっている。 こ

の主なものは三中用地 21.52 0 m2 ，滝合小用地 5.326 m2 • 高幡市営住宅

用地(都より買収分) 4. 809 m2 等である。

つぎに建物に.ついてみると'

行政財産(延面積)

普通財産(延面積)

計

1 0 3. 3 73m2 

1.069m2 

1 0 4. 4 42m2 

となり，前年度 (9 5. 4 62m2) に比べ t 8.980 m2の増加である。 これ

は三中新設分 3.320 m2，七中増改築分 2.456m2 • 二・三小体育館1. 855

d等が主なものである。

なお.物品については調書のとおり.本年度末自動車台数 56台，機

械器具等備品(1 0万円以上) 64件 288点となっている。

また，有価証券および基金(運用基金を除く)は電話債券 668万円，

東京都農業信用基金出資証券 38万円，庁舎建設基金 4，11 5万円であるO

イ、管理状況について

(!) 公有財産(土地・建物)の管理状況に.ついてみると，行政財産につ

いては，公用または公共用として日常使用されているため，各所管課

において管理され.特記すべき事項はない。

また，普通財産の管理は，主として総務部管財課において管理され

ているが，実査した結果，旧下回分校あとの建物および!日豊田駐在所

あとの建物に，ついては，相当老朽化しているので，早急に善処される

よう望まれる 。

物品については，毎年定例的な内部検査により備品台帳との照合等

が行なわれ，物品の保管状況が確認されているので，特記すべきもの

はない。
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また，有価証券および基金(運用基金を除く )は銀行保管され， 誤

りのないものと認められた。

; ， 
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(tJ:) 是正。改善を必要とする事項

。調定事務が適切でないもの

本年度決算において，清掃手数料不納欠損は計上されていないが，審

査の結果，昭和 40年度分ごみ処理手放料 19 3，0 1 6円(昭和 44年3月

3 1日，地方自治法施行令第 17 1条の 5による徴収停止処分を行なって

いる〉が，滞納繰越となっている。

したがって.当年度決算において不納欠損処分すベ会であったが.予

算調定をしていないため，決算上表示できなかったものである。これは

調定事務にーついての慎重さが足りない結果に起因するものと考えられる

ので，今後の事務処理にあたっては，十分注意されたい。

c収入の年度区分を誤ったもの

電話債券の売払い収入について，昭和 46年 5月 31日償還期日の債

券 (B1 4回口 2 1 457号額面 2万円)が，当年度収入として処理さ

れている。

しかしながら，地方自治法施行令第 142条第 1項 3号による会計年

度区分としては.売払いが行なわれた日の属する年度の収入とするよう

規定しており，当然翌年度 (46年度)の収入として処理すべきであり，

今後の会計事務処理について注意されるよう望むものである。

o予算計上を誤っているもの

民生費のうち.国民年金費の印紙購入予算は，収入(印紙売払い代)

および支出(印紙購入代)とも 300万円を計上し，執行しているが，

実査した結果，当年度において 3，501万円の印紙を購入している。

これは，年度当初において印紙購入予算 300万円をj支出し，印紙購入

資金として年度内運用を行ない，年度末において精算し，全額(現金お

よび売りさばき残印紙)を収入する方法で，基金制度と同様の事務手続

をしていたものである。

しかしながら，基金条例も制定されていない現状においては，地方自

治法第 21 0条(総計予算主義の原則)の規定により，年間購入額全額

を歳入歳出予算に計上しなければならないことにーなっているので，今後

の予算計上にあたっては，十分注意されたい。
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o予算計上の支出について注意を要するもの

諸収入のうち，小口事業資金および中小企業厚生資金に関する預託元

利収入の予算科目については

款 1 2 諸収入

項 3 貸付金元利収入

目 1 商工費貸付金元利収入

節 1 商工費貸付金元利収入

として計上され，執行されているが上記貸付事業は ，市が直接資金貸付 、

をせず，毎年一定額を金融機関に預託し， 金融機関 より各企業に対して

の貸付を行なう νステムとなっている 。

したがって，貸付に対する元利収入ではなく ，預託金元金および預金利

子収入となるので今後の予算計上については ，預託金元利収入として処

理されることが適切と思われる。

o改善を必要とするもの

用品調達基金は 300万円 の基金を運用し ，用品の効率的調達を目的

として，昭和 42年度より制度化 され実施してきたも のであるが，本年

度の用品取扱い金額は 1億 3，800万円 を越え，基金回転数も 46 回転

となり，その運用状況は用品会計的なものにーなっている。

このように多額の用 品を取扱い，しかも適切に事務処理がなされている

ことは，関係職員の努力に よるものと判断 される が，これを基金制度本

来の目的からみると， 前述のとおり必ずし も適正な運用状況とは言えな

い面があり，今後の事務処理に.ついては十分検討 され，なお一層効率的

な基金運用がはかれるよう特段の努力を望むものである。
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